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株式投資コラム

『スパークス 日本株長期投資のすすめ』

スパークスの株式投資、株式市場などに対する見方を紹介するコラムです。

第10号（2008年5月9日）

「中国からの投資」

（注）本コラムは、マネックス証券Web-Site「マネックスラウンジ」の「マネックスメール」に掲載され
ている「スパークス・アセット・マネジメントの『SPARX Way』」をもとにスパークスが作成した

ものであります。

今後、国際優良企業へと成長する可能性が高い新･国際優良企業は、今後新たに台頭する外国人投資家
の投資対象になる可能性が高いと考えております。前回は、そのなかでも特にソブリン･ウェルス・ファン
ド（SWF）という国家の資金を運用している基金に関してお話させていただきましたが、新たな外国人投資
家として考えられるものは他にも存在します。

近年、急速な経済成長が続く中国では金融資産が蓄積され、中国国内の株式市場のみならず、今後は日
本株への投資が期待されています。既に2,000億ドル程度の資産があると言われている中国版SWFの中国投
資有限責任公司（CIC）は、日本株の専門家の採用活動を始めており、いよいよ日本株への投資をスタート
させようとしているのです。

さらに日本株への投資は、中国の投資家からも今後期待されます。近年、中国政府は中国国内の機関投
資家による海外資産運用を認める制度を導入しました。これは「適格国内機関投資家制度（QDII）」と呼
ばれ、06年4月に銀行･保険会社に認可が下り、07年7月からは証券会社・基金管理会社（運用会社）にも認
可が下りるようになるなど、拡大が続いています。

QDIIの認可投資枠は2007年末には約400億ドル程度であったものが、2008年末には約1,400億ドルまで拡
大するとの予測もあります。（WIND資訊、2008年1月29日）

そして、日本株への投資も2008年2月22日から解禁され日本の株式市場や公募の投資信託への投資が可
能になっております。

現状では中国国内から日本の株式市場への資金流入はわずかに過ぎないのではないかと言われており、
市場への影響も少ないと考えられますが、中国の経済成長を考えると将来的に大きな影響力を持つ可能性
が高いと考えられます。

中国の投資家が日本に投資をする際には、国際的に活躍していて、中国でも会社の名前が知られてい
る銘柄にまず注目する可能性が高いのではないでしょうか。その際、海外で大きく売上･利益が拡大してい
ると期待される、新･国際優良企業は、投資対象になる可能性が高いと考えられるのです。


